
- 1 - 

 

                                 資料１４ 

ビジネス研究科教授会規程 

 

２００４年３月３１日制定 

２００５年３月 ２日改正 

２００８年３月 ５日改正 

２００９年１０月７日改正 

２０１３年２月 ６日改正 

２０１３年１０月２日改正 

２０１３年１１月６日改正 

 

第１条 大学院学則第３２条及び専門職大学院学則第４６条に基づき、ビジネス研究科教授会

（以下「教授会」という。）に関する事項を定める。 

 

第２条 教授会は、次の者をもって構成する。 

（１） ビジネス研究科専任の教授、准教授及び助教 

（２） ビジネス研究科任用の教授、准教授及び助教 

  ２ 教授会で認められた場合、ビジネス研究科任期付教員及び特別客員教授は、教授会に

陪席することができる。 

 

第３条 教授会は、次の事項を審議する。 

（１） 教育研究に関する事項 

（２） 授業及び研究指導に関する事項 

（３） 教育課程に関する事項 

（４） 教員の人事に関する事項 

（５） 学位論文審査に関する事項 

（６） 学則、研究科諸規程に関する事項 

（７） 学生の入学、退学、休学、修了等に関する事項 

（８） 学長から諮問された事項 

（９） 研究科長の選出に関する事項 

（１０）教授会の組織及び運営に関する事項 

（１１）その他教授会が必要と認める事項 

 

第４条 教授会は、研究科長がこれを招集し議長となる。 

  ２ 構成員の５分の１以上から審議事項を付した文書をもって教授会開催の請求があった

ときは、研究科長はすみやかに教授会を招集しなければならない。 

 

第５条 研究科長は、教授会において互選する。 

 

第６条 教授会は、構成員（ただし、休職中の者、在外研究員、国内研究員を除く。）の過半

数の出席で成立し、議事は出席者の過半数の賛成により決する。 
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  ２ 専任教員の人事に関しては３分の２以上の賛成を持って議決する。 

  ３ 学位論文審査の審議は、構成員の３分の２以上の出席を必要とし、投票による３分の

２以上の賛成をもって議決する。 

 

第７条 ビジネス研究科にビジネス専攻会議及びグローバル経営研究専攻会議を置く。 

  ２ ビジネス専攻会議及びグローバル経営研究専攻会議に関する事項は、別に定める。 

  ３ 教授会は、ビジネス専攻会議及びグローバル経営研究専攻会議の審議結果を最大限尊

重する。 

 

第８条 この規程の改廃は、教授会の議を経て決定する。 

 

附 則 

この規程は、２０１４年４月１日から施行する。 


